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｢算数的活動｣を生かした算数の授業づくり
～第3学年 ｢た し昇とひき弟の額許｣の授業実践を通 して～
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研究の要約
現行学習指導要領では,中央教育審議会による罪数科改善の基本方針 として r算数的活
動を一層充実させ,基礎的 ･基本的な知識 ･技能を確実に身に付け,数学的な思考力 ･表
現力を育て,学ぶ.許欲を高めるようにする｣ことが菰視されている｡
算数科ではこれまでも｢根拠を明らかにし筋道を立てて考える｣ことが塵祝されてきたU
それに加えて,｢言語活動の充知 を背教として,今後は ｢考える｣だけではなくその考
えの経過や根拠を ｢鋭明する｣観点からも,｢井数的活動｣の一層の充実が求められてい
ると言える｡
本研究では,上記の観点から,実際に授業の中でどのように ｢第教的活動｣を生か して
いくべきなのか,3年 ｢たし算とひき筋の∧托算｣の実践を適 して追究 していきたい｡
key-words:｢諒敗的括軌 を牛かす.言語活動の充実
1 はじめに
(1)葬数的活動について
平成20年1月 17日に中央教育審議会が示
した算数科改善の基本方針 ｢小学校,11学校,
高等学校及び特別支援学校の学習指導要綿の改
善について｣には,次のような記述がある｡
○ 算数的活動は.基礎的 .基本的な知識
･技能を確実に身に付けるとともに,数
学的な思考力 .表現力を高めた り,算数
を学ぶことの楽 しさや意義を実感 したり
するために,運婆な役割を果たすもので
これらのことから,算数的活動の役割として,
I) 基礎的 ･基本的な知沌 ･技能を確実に身
に付ける
止) 数学的な思考力 ･表現力を高める
lil) 算数を学ぶことの楽 しさや音義を実感す
る
の 3つが期待されていると言える.
また,第教科改善の基本方針でも述べられて
*岡山入学教育学部附属小学校
いる通 り,現行学習指導要観では,各学年に,13
いて許数的活動を具体的に示されているO
それらは,大きく次の3つに分布 される.
○且鉢物を用いて放血や図形についての音
味を理解する活動
0知弧 .技能を実際の場面で活用する活動
算数科ではこれまでも ｢根拠を明らかに し筋
道を立てて考える｣ことが重視されてきた｡更
にそれに加えて ｢盲毒儲 活動の充実｣の顕視を背
旗に,今後は r考えるjだけではなく,その考
えの経過や根拠を ｢説明する｣ことも求められ
るようになってきている｡それ らを弟数的活動
と位置付け,生か していくことが,罪数科授業
改善のポイン トとなるものと考えている｡
本研究では,上記の観点から,実際に授業の
中でどのように ｢辞数的活動｣を生か していく
べきなのか, 3年 rたし舞 とひき算の筆算｣の
実践を通 して追究 していきたい｡
2 ｢穿数的活動｣を生かすための指導の工夫
本実践にあた り,算数科の授選の中で ｢恭敬
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的活動｣を生かすために,次のような指導の工
夫を考えた｡
(1)導入活動の工夫
初めて出会う赦免を観察させる活動にする
ことで,様々なたし算やひき算の賓舞の仕方
についての疑問をもちやすくする｡
(2)具体物の操作
数え棒を使って,繋算の仕方を考えたり説
明したりすることで,繰り上がりや繰りFが
りのイメージをとらえやすくする｡
(3)話型の工夫
｢まず｣｢次に｣｢最後に｣などの順序を表
す貫井を手がかりに,聾舞の仕方の自分の解
決方法を明らかにさせることで,お互いの考
えを言葉で表しやすくする缶
(4)ワークシー トの工夫
今までのワークシー トをポー トフォリオ評
価としていくことで,今までの学習で得た知
軌を確配したり,振り返ったりしやすくする
(5)根拠を明らかにする工夫
ワークシー トに書き込んだ,吹き出しや操
作した数え棒の10のまとまりで考える部分に
シールを貼る活動を取り入れることで,｢1つ
大きい位から1繰り下げる｣といった根拠を
明らかにしやすくする｡
(6)操作イメージの表し方
数え棒で操作した ｢繰り下がり｣や100のま
とまりを10のまとまり10こに置き換えること
が視覚的にとらえやすい2段階の板1別こする
ことで,繰 り円ずる操作についてイメージし
たことを,話したり番いたりしやすくする｡
(7)板啓の整理の仕方
範算の仕方の説明の百瀬や繋算を線で結び
付けたり,数え棒の操作と撃弟の表し方との
共通点をチョークの色分けで示したり整増し
たりすることで考えのよさを兄いだしやすく
する｡
(8)適用題の工夫
全体での話し合い活動で324-172の筆算の
仕方が明らかになったところで,507-184な
どの数値をかえた他の問題について考える活
動を取り入れることで,1つ大きい位から1
繰り下げるといった考えのよさを確かにしや
すくする｡
(9)振り返りの工夫
ひき算の額算の仕方について新しくわかっ
たことや考えを兄いだした経緯などの項目を
設けたワークシー トに継続的に11書かせ,十の
位に繰り下がりがある場合も, 1つ大きい百
の位から1繰 り下げて計算するとよいことを
明確にする助言や称揚をすることで考えのよ
さを明らかにしやすくする｡
3 授業の実際
(1)単元名 3年 ｢たし算とひき算の筆算｣
(2)単元の目標
010や100のまとまりに著目して計欝する3,
4桁のたし策やひき算の盟弟に関心をもち,
進んで茸算で計罪する｡
(算数への関心 ･意欲 ･傾度)
0100を単位とする計算の仕方を考えることが
できるU既習の2位数の計算の仕方をもとに,
(3.4桁)± (3,4桁)の筆算の仕方を
考えることができるC (数学的な考え方)
○ (3桁)± (3桁)や簡単な (4桁)± (4
桁)の筆算を,繰り上がりや繰 り下がりに気
を付けて,正確に茶界で計算することができ
るD (敬最や固形についての技能)
○ 繰 り上がりや繰 り下がりの処理を適して,
十進位取り記数法の理解を深めることができ
るd (数見や図形についての知職 ･理解)
(3)指導計画 (全 11時間)
第一次 何首のたし欝とひき算をする｡
節 1時 (何百)± (何百)の計算を100を単
位にして計罪する｡
第二次 たし第の筆罪をするO
簡 1時 (3桁)+(3桁)で,-の位が繰
り上がる準算をする｡
第 2時 (3桁)+(3桁)で,一･のイ立と十
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の位繰り上がる筆算をする｡
第3時 (3桁)+(3桁)で,百の位が繰
り上がる筆算をする｡
第4時 (3桁)+(3桁)のTt算の習熟を
図る｡
第三次 ひき算の笥諒をする｡
節 1時 (3桁)- (3桁)で,十の位から
繰り下げる繁算をする.
第2時 (3桁)- (3桁)で,百の位から
繰り下げる筆算をする｡- -･【本時】
第3時 (3桁)- (3桁)で,十の位と百
の位から繰り下げる筆算をする,
第4時 (3桁)- (3桁)で,繰り下がり
が2桁に及ぶ肇第をする,
第5時 (3桁)- (3桁)の耶節の習熟を
図るO
第円次 4桁の数の筆算をする｡
第 1時 (4桁)± (4桁)の繁界をするQ
(4)本時の目標
(3桁)- (3桁)で,十の位に練り下が
りが 1回ある筆算の仕方を考えて計算ができ
るとともに.十進位取り記数法の原理や ｢繰
り下がり｣の考えのよさをより確かなものに
することができる. (数学的な考え方)
(5)本時の展開
【学習活動 1】
問題をとらえ,本時めあてをつかむ｡
指導の工夫①
初めて出会う数皿を観察させる活動にす
ることで,様々なたし罫やひき第の繁栄の
T (324-172を板沓して,)この計算の
答えをすぐに求められますか｡
C このままではわかりにくいので.筆算を使
って計第するといいと思います一,
C 前の時間の勉強も,車券を使うと計算Lや
すかったから,今日も筆罪ですると答えが求
められそうだよo
T それでは,この計算を筆第の形でかいてみ
ましょう｡
(324-172をTt等の形式で板雷する)
T ひき罪の繁算は,どこから計算すればよか
ったのかな
C -の位から計算していきます｡
c tず,-の位の数を計算して,次に十の位
の数を計許して,最後に百の位の数を計算し
ます｡
T なるほど｣では,まず-の位の数の計算は
できそうですか｡
C すぐにできるよ｡
C で阜､,このよまでは十の位の数がひiない
よ､
T あれっ !本当にり
C はい,このままではひけません.
(卜の位の敬がひけない｣と抜去さする)
T このままでは十の位の数がひけないんです
ね.それは困ったね-0
C この前の勉強で,-の位の数がひけないと
きも計罪できたから,十の位の数がひけない
ときも,同じように考えたらひくことができ
そうだよr
T この前の勉強ではどのように考えたのか
な?計算の仕方がはっきりとするいい方法が
あったかな?
C この前の勉強と同じように,数え枠を使え
ばいいと思います｡
T それでは,今F=【どんな勉強をしていけfL'
けばよいですかつ
C 数え棒を動かして筆算の仕方を考えていけ
ばはっきりしそうだよ｡
C 十の位の数がひけないときも.この前の-
の位の数がひけなかったときと同じように考
えられそうだね｡
C じゃあ,今日も数え棒を使って,十の位の
数がひけない筆昇の仕方を考えていったらよ
さそうだね｡そうしたら,この前みたいにみ
んなに幸一考えを説明していけるんじゃないか
なつ
このようにして,子どもは l数え棒を使って,
十の位の数がひけない筆算の仕方を考えて説明
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しよう｣という本時のめあてをつかむことがで
きた｡
【学習活動2】
324-172の聾第の仕方を考える｡
指導の工夫②
数え棒を使って.李芽の仕方を考えたり
説明したりすることで,繰り上がりや繰 り
下がりのイメージをとらえやすくする｡
指導の工夫③
｢まず｣｢次に｣｢最後に｣などの順序を
表す言英を事がかりに,肇罪の仕方の自分
の解決方法を明らかにさせることで,お互
いの考えを富秦で表しやすくする｡
指導の工夫④
今までのワークシー トをポー トフォリオ
評価としていくことで,今までの学習で/fig
た知識を篠路したり振り返ったりしやすく
する｡
笹井の仕方を説明する際には,まず一人ひと
りが数え棒を操作しながら.筆算の仕方を語る
ことによって,計算の意味を理解できる上うに
したb次に,筆算の仕方を順序立てて説明する
ワークシー トにむくようにした.
また,机間指導では次の点に留意した｡
･ 考えがもちにくい子どもには,｢-の位の
数がひけないときは,どうすればひけるよ
うになったのか｣と前時を想起させる助言
をしたり,数え棒を操作する中で,100のま
とまりを10のまとまりにすることはできな
いのか｣と投げかけたりして,筆算の仕方
を考えさせるようにした｡
･ 答えが明らかになった子どもには,r吹喜
出しの言葉と筆算の表し方をつないでみよ
う｣｢後で説明できるように堆備してごらん｣
と助言した｡
以上のような指導により,子どもは,ワーク
シー トに次のような筆算の仕方の説明を審くこ
とができた｡
【俺範の仕方を説明したr)-クシー ト】
まず,-の位の数の計算をすると,4-2-2.
次に,十の位の数の計算をする○
10のまとまりが2-7は計欝できないから,
百の位から100のまとまりを1繰 り下げて100
のまとまりを10のまとまり10二にする010の
最後に,百の位の数の計算をするo
100のまとまりが3-1だけど,さつき十の
位に100のまとまりを1繰 り下げたから,百の
位は,2-1-1
['.･'習活動3】
324-172の輩算の仕方を話し合う｡
指導の工夫⑤
ワークシー トに番き込んだ,吹き出しや
操作した数え棒の10のまとまりで考える部
分にシールを貼る活動を取り入れることで.
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｢1つ大きい位から1繰 りFげる｣といっ
た根拠を明らかにしやすくする｡
指導の工夫⑥
数え棒で操作した ｢繰り下がり｣や100の
まとまりを10のまとまり10二に倍き換える
ことが視髄的にとらえやすい2段階の板壬吉
にすることで,繰 り下げる秋作についてイ
メージしたことを,話したり古いたりしや
すくする｡
指導の工夫⑦
筆算の仕方の説明の言葉や簡算を線で結
び付けたり,数え棒の操作と筆算の表し方
との共通点をチョークの色分けで,T,･したり
懲理したりすることで考えのよさを兄いだ
しやすくする｡
一人ひとりが考えをもてたところで,席が隣
同士のペアの友達と話し合う活軌を設定したO
その際に,数え棒を操作しながら,締り下が
りの仕組みを伝えるようにした｡
また,100のまとまりや10のまとまりといった,
汝のまとまりで考えているところにシールを貼
らせることで,1つ大きい位から1繰 り下げる
という根拠の部分を明らかにしやすくしたや
[ヘアの古越のワー クシー ト｢10J)去とまりで
考える部分にシー ,レを粘る株7-】
全体で話し合う際には,まず,数え椿を操作
しながら繰 り下げるとはどのようにすることな
のか説明させることで.繰 り下がりの仕組みを
視覚的にとらえやすくした｡
.れ■(-'V`岬 へl q r _空 聖二
【救え棒を棚作LJL･が(,笥符の仕jJ-を友達に
伝えている-(･どす､V)杯了】
C まず,-の位は,4-2で2になります｡
C 次に,十の位は,2-7でできないから.百
の位から100のまとまりを1つ 卜の位に繰 り下
げて,10のまとまり10こに変身させて,12-7
になるから,十の位の数は5になります｡
C 最後に,百の位は,さっき十の位に100のま
とまりを1繰り下げたから2-1で1になりま
す｡だから,答えは152になります.
T 敬え椿を上手に動かしながら,わかりやす
く説明できましたね｡
(このあと,敬え棒を最初の状態に戻して,也
の+どt)にも敬え棒を操作しながら,筆罪の仕
方を説明させる)
T (吹き出しを指 し示しながら)ところで,0
0君や00さんがさっき説明していたけど.
まずどうする0)だったかな｡
C まず,-の位から計算します,-の位の数
は,4-2だから2になります｡
C 次に,十の位を計貸します｡十の位の数 は,
10のまとまr)が2-7でできないから,EIJu)位
から100のまとまりを1つ繰 り下げます｡100
のまとまりを10のまとまり10二に変身させて,
12-7で5になります.
C 最後に,百の位を計第 します.100のまとま
りを十の位に1繰り下げたから,2-1-1にな
ります｡だから,答えは152になります)
T なるほど,ところで,笥罪だとどういうふ
うにすればいいのかな亡
C (笥算で324-172と横井されたところを示
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しながら)まず,-の位から計算 します｡-
の位は,4-2だから答えは2になります｡
C 次に,十の位を計芽しますn 十のイJkIは,2-
7でできないから,百の位から1繰り下げて12
-7で5になります｡
C 最後に,百の位の計算をします｡さっき,
十の位に1繰り下げたから.3-1ではなくて2
-1でlになります｡だから,答えは152になり
ます｡
T 筆算でも順番にわかりやすく説明すること
ができるんだねDところで,みんなが繰り下
げるっていう言葉を使って説明していたけど,
(発芽の繰り下げる部分を括して)数え棒でい
うとどこのことを言っているのかな｡
C IOOのまとまりが10のまとまり10こに変身し
ているところです.
T (筆算と数え棒の操作の部分を線で結んで)
なるほど,ここのことを言っていたんだね
(拙り下がP)の機作を2段階で末した依耶】
このように,数え棒の操作や懲茅の仕方の説
明の言葉,笹界の表し方を相互につなげていく
ことで,唱算の仕方をより確かにしていったJ
指導の工夫⑧
全体での詣し合い活動で324-172の雫算
の仕方が明らかになったところで507-184
などの数値をかえた他の間超について考え
ろ所動を取り入れることで, 1つ大きい位
から1繰 り下げるといった考えのよさを確
324-172の筆算の仕方が明らかになってきた
ところで,十の仲の数がひけない準第の仕方で
わかったことを子どもに問いかけた｡
T 十の位の数がひけないときは,どうすれば
いいのですか｡
C 百の位から,100のまとまりを1くり下げる
とひくことができます｡
C -の位の数がひけないときと同じように,
1つ大きい位から1くり下げたらひくことが
できました｡
T ひけない位が変わっても,どうしてひくこ
とができたのかな｡
C ひけない位が変わっても,習った 1つ大き
い位から1繰りFげる方法が使えたからですo
C IOのまとまりを10このばらにしたり,100の
まとまりを10のまとまり10こにするというの
は,位が変わってもすることは同じだと思い
ました｡
T 習ったやり方を使 うと,ひくことができた
のですね
ここで,｢1つ大きい位から1繰り下げる｣と
いう筆算の仕方を明確にすることができた｡
さらに,習った ｢1つ大きい位から1繰 り下
げる｣という考えのよさを使って,507-184の
ような適用題を提示し,考える活動を行った｡
1､ 324-172という数字だったからできたんだ
よね.､
C いいえ,`もう他の数字に変わっても計昇で
きるよB
T それでは,これはどうかな｡
(507-184と横:Ji,Liする)
C これも,同じように1つ大きい位から1繰
り下げたらできそうだな
C 百の位から1繰 り下げたら,さっきの考え
方が使えそうだよ.
T 今回も数え棒を動かして考えてみるかな?
C もうなくても考えられます.
c lつ大きい位から1繰り下げる考えを使え
ばできるから,救え棒がなくても大丈夫だよ
- 2 1 l
この後,子どもは配jrJ-されたワークシー トに
輩算の表し方でむいて考えたり,革袋の仕方を
順序立てて説明したりした｡子どもは,r数が変
わっても,やっぱり1つ大きい位から1くり下
げる考えは使えたねlと語っていたO
【学習活動4】
本時のまとめをする｡
指導の工夫⑨
ひき算の肇欝の仕方について新しくわかつ
たことや考えを兄いだした経綿などの項目を
設けたワークシー トに継続的に書かせ,十の
位に繰り下がりがある場合も, 1つ大きい百
の位から1繰り下げて計算するとよいことを
明確にする助言や称揚をすることで考えのよ
T 今 日u)勉強で,みんな:よどんなニトが:よっ
きりしたのかな?
(6)本時案 (第三次第2時)
C 十の位の数がひけないときも,-の位の数
がひけなかったときと同じように,となりの
位から1くり下げたらひけることがわかった
よ｡
C 十の位の数がひけないときは,1つ大きい
位から1くり下げたらひけることがはっきり
したよ｡
授業後の振り返りの膏薬より,子どもは,r習
った1つ大きい位から1繰 り下げたら,ひけな
かった十の位の数をひくことができました｣rひ
けない位の数が変わっても,習ったことを使え
ば肇芽で計算することができました｣r数え棒を
使って友達に筆算の仕方を説明することができ
ました｣など,習ったことを活用 して吉1第する
よさに気付いたり,友達と考えを伝え合うこと
のよさに気付いたりすることができた｡
(3桁)- (3桁)で,十の位に練り下がりが1回ある筆算の仕方を考えて計算がで
きるとともに,十進位取り記数法の原発や r練り下がり｣の考えのよさをより確かなも
のにすることができる｡ (数学的な考え方)
学 習 活 動 教 師 の 支 援 と 指 導 方 法 の 工 夫
1 問題をとら
え,本時のめ
あて をつ か
む O
1(1) 本時の課題を提示し,324-172という十の位の数がひ
けないひき界を観察させることで,r-の位の数がひけ
ないと封土十の位から1繰り下げてひくことができたけ
ど,十の位の数がひけないときはどうすればよいのかな｣
という疑問をもちやすくする｡
(2) 前の時間の学習と比べて,どこがはっきりしないのか
など,既習事項と末習事項とをはっきりさせることで,
l十 の位の数がひくことができないときも,-の位の数
がひくことができないときと同じように考えられそう
だ｣といった学習の見通しをもらやすくする｡
数えぽうをつかって,十の位の数がひけないときの隼算のし方を考えてせつ明しよう
2 324-172の
懲第の仕方を
2(I) 黒板と同じように,ワークシー ト上にも324-172の数
え棒を並べた後に,隼舞の仕方を口々に言わせながら敏
一 2 2 -
首の位から100
のまとまりの数
3 324-172の
解算の仕方を
話し合う｡
4 507-184と
いった適用題
を考える｡
え棒を操作させることで,聾第の仕方を視覚的にとらえ
られるようにする｡
(2) 数え棒を操作して笹弟の仕方を考えられた児童には,
ワークシー トの吹き出しに笹昇の仕方の説明を書かせる
ようにする｡
(3) 輩算の仕方の説明を考えられた児童には.rまず｣｢次
に｣｢最後に｣の言葉を放って,筋道立てた説明ができ
るようにする｡
3(l) 324-172の電算の仕方が考えられたところで,全体で
の話し合い活動に入る前に.ペアの友達で自分の筆算の
仕方を説明し合う活動を取り入れることで,｢1つ大き
い位から1繰 り下げる｣という自分の考えを確認 し.全
体での話し合い活動に向けて自信をもてるようにする｡
(2) 324-172の準算の仕方について自分の解決方法を説明
する際には,数え棒や吹き出しに塵理された言柴などを
使って,ひき算の筆算の仕方がよくわかるまで話し合わ
せるようにすることで,｢1つ大きい位から1繰 り下げ
る｣といった自分の考えを相手に伝えられるようにする｡
(3) ワークシー トに雷き込んだ.吹き出しや拙作した数え
棒の10のまとまりで考える部分にシールを貼る活動を取
り入れることで,｢1つ大きい位から1繰 り下げる｣と
いった根拠を明らかにできるようにする｡
(4) 数え棒で操作したことを,｢繰 り下がり｣や100のま
とまりを10のまとまり10こに置き換えることが視覚的に
とらえやすい2段階の版掛 こすることで,繰り下げる操
作についてイメージしたことを,話したり害いたりしや
すくする｡
(5) 数え棒を使った繰り下がりの操作と筆算の仕方の鋭明
の言葉や範算を線で結び付けたり.百の位から100のま
とまりの数え棒を1繰り下げて十の位で10のまとまり10
こ分に置き換えるという考えの数え棒の操作と輩算の表
し方との共通点をチ ョー クの色分けで示したり,整理 し
たりすることで,考えのよさを兄いだしやすくする｡
(6) 板むを見て,本時でわかったことは何かを問うことで,
ひくことができない位が変わっても,今までと同じよう
に1つ大きい位から1繰り下げて,100のまとまりを10
のまとまり10こに匿き換えて考えればよいことに気付く
ことができるようにするO
4(1) 全休での話し合い活動で,324-172の峯算の仕方が明
らかになったところで,507-184などの数値をかえた他
の問虜について考える活動を取り入れることにより,本
時でとらえた ｢1つ大きい位から1繰り下げる｣といっ
た考えのよさを確かにしやすくする｡
(2) 507-184の筆算の仕方のよりよい考えに目を向けさ
せることで,｢いつでも使えるか｣といった観点を取り
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え棒を1繰り下
げて,十の位で
10のまとまり10
個分に置き換え
て,十の位がひ
けないときのひ
き舞の雅芽の仕
方 を考 えてい
る｡(数学的な
考え方)
5 本時のまと
めをする｡
出しやすくする｡
5(1) 324-172の聾第の仕方と507-184の築港の仕方の考
えのよさを横番で比べさせることで,｢1つ大きい位か
ら1繰り下げて.100のまとまりを10のまとまり10こに
置き換えて考えればよい｣といったよりよい考えを兄
いだしやすくするO
(2) 授革u)終末で.ひき環o)準節の仕方について新しく
j)か1たことや考えを兄いだした経緯などの項臼を設
けたワークシ- トに継続的に.1‡かせ,十の位に繰り下
がりがある場合も,白~の位から1繰 り下げて計算する
とよいことを明確にする助言や称揚をすることで考え
のよさを明らかにしやすくする｡
(3) ひくことができない位が変わっても,今までと同じ
ように1つ大きい位から1線りFげて.100のまとまり
を10のまとまり10こに置き換えて考えればよいことな
ど,使える既習事項をどのように使ったのかをかかせた
ワークシー トを見比べさせることで,自分や友達の考
えのよさを振り返りやすくする｡
【頂二次'EA-2時 本実純u)慣aT=】
4 結果と考察
｢言語活動の充実tを背農として,｢考えるj
だけではなくその考えの経過や根拠を ｢説明す
7JJ観点から,実際に授業の中でどのように r第
枚的活動｣を生かしていくべきなのか,3年rた
し第とひき第の撃取 の実践を適して考察した｡
主に ｢授菜の展開｣の視点から本実践を振り
返ったが,子どもの反応から,今回提案した(D
～⑨の指導の工夫は有効だったと考えるC
本尖桟を一例として.｢蕃数的活動｣を生かす
ためには,単元構想をはじめ多くの指導の工夫
が必要だと考えるo そして,本時の問題場面を
把握 し,前時と比較しながら ｢めあてを轄点化
してつかむ｣ことから始め,様々な操作所動を
適 して r自分の考え｣をもち,ペアや小グルー
プの集団で r自分の言頻で説明する｣活動を取
り入れ,全体での話し合いの中で ｢根拠や筋道
が確かな説明)へと痛めていく投等づくりが大
切ではないかと考える
現行学習指導要領で ･層重視されている ｢算
数的活蜘｣｡その音義を再確認し,日々の沸教の
授慧づくりを見直していくことこそが,r根拠を
明らかにし筋道を立てて考える｣弟教の授繋改
掠V)韮要な視点であることに聞達いないと考え
ている｡今後も,｢詩数的括勤｣を生かす授菜実
践を一層価み盛ねていきたいO
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